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結晶性ポリエチレンの国体高分解能 13C NMRスペクトル
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く大学の動き〉

沢田総長，中華人民共和国を訪問

沢田敏男総長は，中華人民共和国北京市で開催

の日中大学長会議に出席のため 4月29日に出発

し，予定どおり 5月3日帰国した。

く栄 誉〉

馬場正雄教授（経済研究所）

わが国学術の向上発展のため顕著な功績をあげ

たことにより，昭和60年 4月29日紫綬褒章が授与

された。

昭和59年度新設の建物（追加）

昭和59年度の施設整備針（木広報、281で掲故

した以後の迫力日）として認められたものは次のと

く紹介〉

化学研究所繊維化学研究部門

高分子材料の構成分子は極めて大きく，その立

体形態や集合状態には無限の可変性がある。近

時，材料に要求される性能は多様化され，極限的

性能が求められる場合が多し、。例えば超強力，超

高略性率繊維や，高度の耐熱耐衝撃性プラスチッ

ク材料などがしばしば要求される。このような特

殊の性能をもっ材料を開発するには，分子鎖の形

態や動力学を正確に把握する必要がある。本研究

部門は，第二次世界大戦の前後において本邦での

最初の合成繊維，ビニロンの発明開発を達成した

楼田研究室の流れを扱み，高分子材料の開発研究

を行っているが，最近では，固体高分解能 I3C 核

磁気共鳴（NMR）や中性子i乱などの斬新な研究

手段により，国体物性の起源としての静的並びに

動的な分子構造に関する研究を行っている。

まず固体高分解能 13C NMR，いわゆるマジッ

クアンクソレ回転法（MAS）を紹介しよう。 IHや

i3c のようにスピンをもっ核種を静磁場におき，

磁気共鳴を観測する場合，核周辺の電子により逃

閉磁場が生じ共鳴線はγフ卜する。このシフトの

磁場に対する 比例定数は ケミカルシフト u と呼

ばれ，絞周辺の局所構造を反映する重要な数値

で，高分解能 NMRで観測される。 しかし，団

体では定常的な核聞の磁気相互作用に覆われ， σ

は普通では見られなし、。固体でも I3C磁化を観測

する場合，系中のプロトンに強い共鳴屯磁波をか

けてスピン方向を高速に反転させることにより

おりである。

建築施設名 I 延岡~ I竣時工予定期 ｜｜ 俄 考

材化料学調研鮭解究析所かuI 
m'I昭

540 60. 5. 30 平 屋 t

使原子用炉済燃尖験料所室 233 60. 12.27 地地下上~ p附i'~ 

4月24日の現場検証

4月24日（水）未明，事務局本館正面玄関入口

扉のガラス l枚及び学生部棟の窓ガラス 9枚が投

石により破壊される等の被？！？があった。これに関

して，警察へ店出が行われ，特祭の現場検証が本

学関係者立会いの上，同日午1lii9時35分頃から同

10時50分頃まで朽ーわれた。

I3C-11I 聞の磁気相互作用をデカップルし， σを

観測することができる。

表紙図；最上部には，結品性ポリエチレンに対し

てプロトンをデカッフ。ル (1H/DD）した場合の吸

収スベクトルが示されている。固体の場合には，

遮閉磁場の奥方性のため uは 2階のテン ソル量

でその主値 0"11，σ22‘σ33によって決定される特徴

的なスベクトルが見られる。このスベクトルは，

ポリエチレンの結晶状態におけるメチレン炭素原

子のまわりの電子環境を如実に示すもので極めて

重要な情報を含んでいる。しかし，多くの炭素種

を含有する有機材料では，このような各炭素種か

らの成分スペクトノレが互に重なり合い分離不能と

なる。そこでマジックアンク・ル回転法（MAS）が

重要となる。表紙図下部には IH/DDに加えて試

料を 54°44＇傾いた軸のまわりで高速に回転させた

場合のスペクトルが示されているが σの主値の

平均値が I本の鋭い吸収線として見られる。ここ

で54°44＇は立方体の辺と対角線の交角で σを x,

Y, z三和hに関して平均化するマジックアングル

である。

本研究部門ではポリエチレン，ポリエステルな

どの合成高分子やセルロース，多糖類などの天然

高分子に対する研究に上記の 1H/DDや MASを

合理的に組合せて固体構造に関する重要な情報を

得ている。一般に結品性高分子は，結晶相に加え

て非晶成分を内包する複雑な相構造をもつが，

MAS 13C NMRで検出法を工夫して試料中の分子

運動性の異なる各成分に対する成分スベクトルを

別々に取り出すことに成功している （図参照）。
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このように各成分のスベクトルが単離できると，

これまで研究手段のなかった非品分子鎖の形態や

運動様式を明らかにすることができる。例えば，

最近の顕著な業績としては，結晶性ポリエチレン

はケミカルシフト及び磁気緩和時間の明瞭に異な

Cl,J,5 － 
0 

J〆’

llO l2G 110 100 90 BO- 1。 60 50 

PP噴

木綿のマジックアングル回転 13CNMRスペクトル

(a）全スベクトル (b）結品成分スベクトノレ (c））ド品成
分スベクトノレ。 C1，… Csはそれぞれ分子中の6種
頴の炭素に対する吸収線をあらわす。

る結晶，等方非晶，界面成分の三相からなること

を明瞭にしそれぞれの相における分子鎖形態を特

性づけている。また，セルロースは図の上部に示

すように椅子型の Dーク＊ルコースが i9-1,4ーグリ

コシド結合により多数連なったもので，分子鎖

形態の可変性はグリコシド結合及びメチロール側

基に関する回転角仇仇 xだけに依存する。結

品及び非品成分スベクトルを単離し，これら回転

角に関係する炭素種の吸収線のケミカルシフトを

H今味することにより，これまでX線回折によって

のみ決定されていた各種セルロースの結晶構造に

訂正を与えた。また，これまで全く不明であった

非品分子鎖の形態を回転角の関数として具体的に

明らかにしている。

これらの研究はllt'.i和57年度に本研究所に設置さ

れた 400MHz及び 200MHz超伝導高分解能核磁

気共鳴装置のうち国体測定用ユニットをもっ 200

MHz装置によったものである。また， 400MHz 

装置は分解能，シグナル／ノイス比が極めて高

く，これまで検出不能であった微量成分が検出で、

き，また高分子だけでーなく例えば生理活性をもつ

ような複雑な有機化合物の分子構造決定など本研

究所の多くの研究部門で有効に使われている。

（化学研究所）

．・・．・’・．・’・．・・・．・－－．．ー・．・’・．．－・．・・・．，．・．・・．．・・．．・・••＇・・~－－..........・・・．・ー・．

~ 
菊池武彦（本学名誉教授 ・医学博士）

5月4日il!I去， 91歳。本学医学部卒業。昭和13年本学

日 誌

(1985年4月 l日～4月30日〉
4月 III ドイ ツ述邦共和国学術交流会 Friedhelm 

Schwamborn研究者交流基金部長外 l名米

学，総長及び関係教官と懇談並びに学内施設

見学

6円 名誉教授称号綬与式
ク 退官教授懇談会

8日 医療技術短期大学部入学式
ク アノレジエリア民主人民共和国高等教育省

Boukari Mustapha次’IT外 4名来学，国際

交流委員長及び関係教官と懇談並びに学内施
設見学

。中華人民共和国政府炭業代友団何康団長

（農牧漁業部長〉外6名来学，総長及び関係

教？当；と懇談

9十i 評議会

101二｜ 同和問題委員会
ク 体育指導センター管埋運営委員会

lJ II 学部入学式
ク 大学院入学式

医学部教授就任， 31年退官。その間医学部｜附属医院長

(23年～24年〉を併任。同42年勲二等旭日重光章受章。

専門は血液学。

12日 ドイツ述｝j）共和国MaxPlanck協会Di巴trich

Ranft事務総長外2名来学，総長及び関係教

官と懇談並びに学内施設見学
15円 中華人民共和国社会科学院代表団梅益団

長（秘占長）外6名来学，国際交流委員会副委
員長及び関係教官と懇談並びに学内施設見学

16R 総長，職員組合との交渉に出席
。組換支 DNA突験安全委員会

ク 発明］審議委員会
17日 安全委員会
ク 国際交流委員会

18日 中華人民共和国科学院訪日代表団胡永暢

団長（副秘書長）外5名来学，総長及び関係

教官と懇談並びに学内施設見学

19円 放射性同位元素等管理委員会

ク 環境保全委員会
23日評議会

26日 防火委員会
298 総長，中華人民共和国北京市で開催の日中大

学長会議に出席のため同国を訪問（ 5月3日

まで〉
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Gく随想〉 の，いわば「ノーベル賞受賞者の同窓会」とも 1
v リンダウ集会の想い出 いうべき会合は，スウェーデン王室につながる G

0 名誉教綬福井謙一 ベルナドット伯爵の率いる事務局によって主催 t
0 昭和57年春に定年で退官し r へ され，リンダウ市，フンボルト財団を始め，多 j
；てから 3年になる。在職中は A嘆きば＼ くの法人の援助のもとに， 5日間にわたって開；

i他の同僚に比べると私はどち '£,,..,・A ¥ かれる。 1951年に第 1回集会が行われ，その年 ；

！らかといえば出不精に属して ち ·.l·~ 't は33回目にあたっており，化学賞14人，経済学 i
！いて，ゆっくりした旅行をす ふ当込 賞2人， H16人の受賞者が参加したが，たまた i
1ることもなかったので，月並 司...まアルフレド ・ノーベル生誕 150年記念の年に！

Zな計画かも知れないが，定年 、.， 当るというので，とくにノーベルn1・団からラメ ！ 
？になれば，ひとつ「学会出席プラスとんぼがえ ル事務局長が知かれた。 ！ 

2 り」からなる旅行でない旅をしてみたいと考え 集会は，受賞者の講演，約 300名の一般創n~ 
iていた。 4月に定年になれば早速 5月にかけて 者の質問会を中心として，かずかずの伝統行事！

？アメリカへ， 6月から 7月にかけてスウェーデ があった。学会が終った翌日，一同揃ってボ－ ~ 
~ ンからベルギーへ，そして 9月には再びアメリ デン湖の船旅をした。リンダウから西北に約2 2 
Gカへ，という予定は，定年の前年の春からきま 時間の航行ののち，ラインの源近くのマイナウ Y

Oっていた。いずれも用務を核にして，その前後 島につく。この島全体が伯爵の居城であるが， ？ 

bに羽般をのばそうという企みで、あった。と ころ 一般観光客にも公開されている。島の散歩のあ 9
jが，その年の暮に，予期せぬ事が起ったため， と，受賞者は伯爵の居館に招待され，昼食のご j
J身辺がにわかに慌だしくなり，その計画も覚束 馳走になった。 ~ 

iなくなった。おまけに現在勤務している国立大 ベルナドット伯爵は，スウェーデン国王の父 b
j学の学長に選挙されてしまったため，京大教授 君のいとこに当り，ロマノフ王家，ホーエンツ j
tの時代以上に窮屈なことになった。それは具体 ォノレレノレン家の血討｜く名門の出て‘ある。烏の；

ー的にいうと，学長職の外国行きは，手続きが商 庭園には1200種に上るパラの花と無数の草花， ~ 

E倒なうえ，期聞が実質上2週間内に限られるか 世界中から集めた 750種の樹木が摘えられ， ま喜。iらである。そのため，かねての計画はすべてど るで植物園のようである。 号

i破算となり，ヨーロッパ旅行も 2回に分割し， 私は，全くの偶然ながら，ちょうど20年前， ！ 

~ 4つの旅行の期間もそれぞれ最低限にせざるを つまり附3年に，このマイナウ島をー観光者と！

i得なくなった。もっとも，このヨーロッパ旅行 して訪れている。それは近くの町で国際会議が！

？ 二分割については，私がどこかで不平を言った あったためである。今回，船がつき，島に上陸 i
tことが伝わったためか，現在は 1ヶ月まで留守 し， 出迎えた伯爵の案内で城の建物までゆっく 2 
dにしてよいことになり，今後出かける学長方に り歩いていった。建物の近くにきて，ふと見覚 f
b功徳、を施した結果となった。 えのある場所にきた。虫が知らせたか，私は－ ~ 
0 それに懲りて翌日年は，相変らずせわしく帰 緒に歩いていた家内と伯爵夫人もろとも，居合 d
iってこなければならない外国出張の約束をする せた観光客にンャッターを押してもらってそこ i
jことを，極力さし控えた。しかし， 6月のリン で写真をとった。家へ帰って気になったので， Q 

iダウ集会にだけは，ぜひ行きたかったし，また 20年前の写真を探して比べてみると，全く同じ i
f行くべきであると考えた。南ドイツのボーデン 場所でとった写真がみつかった。違うところ i
i湖畔のリンダウ島で行われるノーベル1t・受賞者 は，傍のパラの樹がまだ小さかったことと ，若 i
Eの集まる学会のことである。物理学，化学，生 い私が一人で写っていたことであったo ~ 

！理学医学の順に毎年かわるがわる聞かれ， 58年 （ふくい けんいち 元工学部長昭和57年退；

iはたまたま化学の年に当っていたのである。こ 官現京都工芸繊維大学長専門は応用化学） ！ 
乃中州0 ・＂＇中』 1い中川＂＜＞＇＂＂＝＇＂＇＇＝＂＂』中 11J11中山中，＂・中山中州0 ・巾中巾中川ゆl巾O B伽＝＂＇＂＜＞・II ’0・＂＂＝＂＂＇中•IJu中山中11111~叫，，中• ll t中川
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